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米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
特
殊
表
記
に
よ
る
和
歌
一
覧

神
田
久
義
・
豊
島
秀
範

　
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
和
歌
を
一
行
内
で

分
か
ち
書
き
の
よ
う
に
表
記
す
る
と
い
う
、
特
殊
な
書
写
様
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
は
言
え
、
す
べ
て
の
和
歌
が
こ
の
特
殊
な
表
記
法
で
書
写
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は

な
い
。
こ
の
表
記
法
に
よ
る
和
歌
は
、
1
2
巻
「
須
磨
」
、
1
3
巻
「
明
石
」
、
1
4
巻

「
庸
標
」
、
2
0
巻
「
朝
顔
」
、
2
2
巻
「
玉
髪
」
、
2
4
巻
「
胡
蝶
」
、
2
5
巻
「
螢
」
、
2
8

巻
「
野
分
」
、
2
9
巻
「
行
幸
」
、
4
4
巻
「
竹
河
」
、
4
6
巻
「
椎
本
」
、
5
1
巻
「
浮
舟
」
、

52
巻
「
蜻
蛉
」
の
、
計
1
3
の
巻
に
偏
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
総
数
は
6
2
首

の

み
に
留
ま
る
。

　
何
故

ご
く
一
部
の
和
歌
だ
け
に
こ
の
特
殊
な
表
記
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
享
受
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
、
豊
島
秀
範
に

は

「
ア

メ
リ
カ
議
会
図
書
館
本
の
和
歌
表
記
の
特
徴
－
和
歌
の
一
行
散
ら
し
書
き

を
中
心
に
ー
」
（
『
國
學
院
大
學
大
学
院
平
安
文
学
研
究
』
第
二
号
。
1
1
0
1
O
年

九

月
）
の
論
考
が
、
神
田
久
義
に
は
「
米
国
議
会
図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
の
書

写
形
態
に

関
す
る
一
試
論
」
（
豊
島
秀
範
編
『
源
氏
物
語
本
文
の
研
究
』
。
文
部
科

学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）
「
源
氏
物
語
の
研
究
支
援
体
制
の
組

織
化

と
本
文
関
係
資
料
の
再
検
討
及
び
新
提
言
の
た
め
の
共
同
研
究
」
、
課
題
番

U
l
e
　
［
1
9
2
0
2
0
0
9
〕
、
二
〇
＝
年
三
月
）
の
論
考
が
あ
る
。
上
記
の
論
考
で
は
、

和
歌
の

表
記
法

と
の
関
わ
り
に
、
豊
島
は
物
語
内
容
や
書
写
者
の
本
文
理
解
を
、

一
方
、
神
田
は
複
数
の
書
承
段
階
を
想
定
し
た
。

　
両
者
の
意
見
に
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
写
本
の
和
歌
の
表
記
法

に

つ
い
て

は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
く
、
今
後
の
更
な
る
研
究

が

望

ま
れ
る
段
階
に
あ
る
。
本
稿
で
は
6
2
首
全
て
の
特
殊
な
表
記
法
に
よ
る
和
歌

の
画
像
を
掲
載
し
た
。
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
謝
　
辞

　
画
像
の
撮
影
お
よ
び
掲
載
に
つ
い
て
、
米
国
議
会
図
書
館
か
ら
許
可
を
頂
い
き

ま
し
た
。
御
尽
力
い
た
だ
い
き
ま
し
た
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
の
伊

東
英
一
氏
・
中
原
ま
り
氏
・
㊥
弓
国
国
図
゜
Y
清
代
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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o8t

凡
例1

、
和
歌
に
は
物
語
内
で
の
出
現
順
に
ー
～
6
2
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

n
、
和
歌
の
一
覧
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
た
。

　

（
i
）
第
一
行
目
に
は
、
通
し
番
号
、
巻
名
・
丁
数
と
表
裏
の
別
・
行
数
、
和
歌
に
関
す
る
簡
単

　
　
　
な
説
明
を
記
し
、
［
’
］
内
に
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
～
⑥
で
の
該
当
ペ

　
　
　
ー
ジ
数
を
示
し
た
。

　

（：
＝
）
　
w
a
1
　
I
行
目
に
は
、
該
当
部
分
の
写
本
の
画
像
を
示
し
た

　

（i
N
）
　
u
e
三
行
目
に
は
、
翻
刻
本
文
を
示
し
た
。

H
、
翻
刻
本
文
は
以
下
の
通
り
に
作
成
し
た
。

　

（

．
－
）
漢
字
は
新
旧
・
異
体
字
を
問
わ
ず
、
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

　

（：
皿
）
変
体
仮
名
は
通
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

　

（
正
）
写
本
で
の
字
配
り
を
再
現
す
る
よ
う
努
め
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
一

1
．
須
磨
　
7
オ
5
　
光
源
氏
か
ら
紫
の
上
へ
の
贈
歌
〔
②
巻
田
頁
〕

涕
“
ヨ
：
藷
“
瀞
滴
口
竃
淘
泊
姦
、
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
と
　
　
か
あ
た
り
　
　
　
　
　
か
け
は

　
　⑳
身
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か
く
て
さ
す
ら
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も
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ご
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の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
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れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
め
て
も

圃
　
　
　
　
月
か
け
の
や
と
れ
る
ネ
引
は
く
と
も
　
　
見
は
や
あ
か
ぬ
ひ
か
り
を

3
　
須
磨
　
1
0
ウ
2
　
光
源
氏
か
ら
藤
壷
へ
の
返
歌
〔
②
巻
捌
頁
〕

膓
り
ず
い
§
阜
、
鳶
ぎ
議
β
λ
欝
・
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
　
　
　
　
又
そ

團
　
　
　
　
わ

か
れ

し
に
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
さ
は
ま
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
に
し
を
　
　
こ
の
世
の

、
須
磨
ω
ウ
9
右
蕩
将
監
か
ら
光
源
氏
へ
の
贈
歌
〔
②
巻
皿
頁
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
ひ
の
か
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
の

團
　
　
　
　
ひ
き
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お
も
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圃
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し
ほ
た
れ
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う
ら
に
な
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す
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に

6
竃
穿
6
議
氏
の
唱
和
歌
〔
　
　
ユ
②
巻
別
頁
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
し
き
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゑ
の

團
　
　
　
　
は

つ
雁
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た

ひ
の
空
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら
な
れ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
し
き



Noo
一

7

須
磨

　
28
オ

9
　
光
源
氏
か
ら
宰
相
中
将

ξ
…
弘
゜
暴
　
　
　
　
C
，
、

　
　
　
　
　
　
　
い
つ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
や
ま

⑳　　
ふ

る
さ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

る
か
ゆ
き
て
み
ん
　
　
し
き
は

（か

つ
て

の

頭
中
将
）
へ
の
贈
歌
〔
②
巻
描
頁
〕

か

へ
る

　

雁
金

ξ
　
　
’
㌧
　
・
－

8
．
須
磨
　
2
8
ウ
9
　
光
源
氏
か
ら
宰
相
中
将
（
か
つ
て
の
頭
中
将
）
へ
の
贈
歌
〔
②
巻
珊
頁
〕

頑

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ひ
か
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
は

⑳
　
　
　
　
雲
ち
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
に
見
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v
も
り
な
き
身
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
を

9

　
ヂ
　
ロ
オ
ヨ
　
　
　
　
か
ら
　
ガ
の
　
へ
の
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
よ
や
　
　
　
と
ふ
人

　
　
　
　
　
　
　
こ
A
う
に

園　　
い
ふ
せ
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

や
む
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
と
　
　
も
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
を

1
0
．
明
石
　
1
5
オ
9
　
9
の
歌
に
対
す
る
明
石
の
君
か
ら
光
源
氏
へ
の
返
歌
〔
②
巻
捌
頁
〕

劃
お
も
ふ
ら
む
ご
、
ろ
勒
と
や
や
よ
い
か
に
ま
た
見
畑
の
き
、
S
や
ま
む

1
1
．

明
石
　
1
9
オ
9
　
明
石
の
君
か
ら
光
源
氏
へ
の
返
歌
〔
②
巻
蜥
頁
〕

　
　
　
　
　
　
　
や
か
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
れ
を
　
　
　
わ
き
て

⑳　　
あ
け
ぬ
夜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
」
う
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
め
と
　
　
か
た
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
へ
る

1
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．
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ま
つ
そ

團　　
し
ほ
／
＼
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1
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．

明
石
　
2
0
ウ
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1
2
に
対
す
る
紫
の
上
か
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光
源
氏
へ
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返
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②
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ち
き
り
し
を
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こ
と
に
　
さ
ら
な
ん

ロ
　
　
ザ
　
ぬ
ウ
ヨ
　
　
ヂ
の
　
か
ら
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